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朝日町ム 表彰式
環
境
厚
生
功
労

幼
児
健
診
の
受
診
勧
奨
走
行
う
な
ど
．

母
子
保
健
活
動
の
進
展
に
尽
力
さ
れ

念品
F

’しれ～
。

南

茂

正

子

（
桜
町
刀
歳
）

昭
和
総
年
8
月
に
朝
日
町
母
子
保

健
推
進
買
に
就
任
以
来
、
妊
娠
の
早

期
腐
出
、
母
毅
学
級
の
受
講
及
び
乳

幼
児
健
診
の
受
診
勧
奨
を
行
つ
な
ど
、

母
チ
保
健
活
動
の
進
展
に
u
州、力
さ
れ

ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労

－
昭
和
例
年
度
表
彰

＠

功
績
を
た
た
え
て

昭
和
引
年
度
町
政
功
労
表
彰

A町政の進展に功擦のあった 14人の方々と 2団体

を表彰しました。（清水さんは欠席）

教
育
文
化
功
労

稲

村

捨

吉

（
末
広
町
九
歳
）

稲
村
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
リ
迷

築
事
業
協

M
組
合
及
び
附
刷
工
会
の
役

員
と
し
て
後
継
者
育
成
と
組
織
目
先
制
改

に
川
内
、
力
さ
れ
る
な
ど
、
戦
域
を
通
じ

て
産
業
の
振
興
に
お
献
さ
れ
ま
し
た
。

一向

桜

ま

つ

ゑ

（
西
町

η
歳）

昭
和
時
年
8
月
に
朝
日
町
母
チ
保

健
機
進
国
民
に
就
任
以
来
、
妊
娠
の
早

期
問
山
、
母
親
学
級
の
受
講
及
び
乳

幼
児
健
紛
の
受
診
勧
奨
を
行
う
な
ど
、

母
子
保
健
活
動
の
進
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

松

倉

富

五

（
東
草
野
・侃
歳
〉

松
合
さ
ん
は
、
朝
日
町
政
工
会
の

役
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
小
規

模
事
業
者
の
育
成
や
商
工
会
組
織
の

強
化
、
商
工
会
館
の
建
訟
な
ど
朝
日

町
の
商
工
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（
山
崎
・日
放
）

日
月

1
日
、
午
前
日
時
か
ら
役
場
4
階
大
ホ

l
ル
で
、

臼
年
度
の
町
政
功
労
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
長
年
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
く

さ
れ
た
清
水
賢
二
さ
ん
は
じ
め
M
個
人
と

2
団
体
を
表
彰
申
し

上
げ
ま
し
た
。
授
・賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労

清

水

賢

二
釜
山
前
歳
｝

清
水
さ
ん
は
、
昭
和
的
年
8
月
の

初
当
選
以
米
凶
年
の
長
さ
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
枢
機
に

参
回
さ
れ
、
そ
の
削
、
環
境
厚
生
委

以
会
訓
委
円
以
長
、
文
教
厚
生
一
委
員
会

委
対
以
、
朝
日
町
議
会
副
議
長
以
ひ

級
以
ら
ど
の
裂
般
を
回
収
仔
さ
れ
、

地

ト

H
内
治
の
進
展
に
H

州、力
さ
れ
ま
し
た
。

水

島

畑

次

郎

議
尾
白
歳
）

氷
山
さ
ん
は
、
昭
初
的
年
8
月
の

初
当
選
以
来
、
ロ
年
の
長
き
に
わ
た

り
町
議
会
談
民
と
し
て
町
政
の
偲
機

に
参
踊
さ
れ
‘
そ
の
問
、
産
業
建
設

委
員
会
副
委
員
長
、
産
業
建
設
委
員

会
委
員
長
、
北
陸
自
動
車
週
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
な
ど
の
婆
職
を
廃

昭
和

任
さ
れ
、
地
万
自
治
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

米

丘

寅

吉

（
鐙
谷
－
U
歳）

米
丘
さ
ん
は
、
昭
和
刊
年
8
月
の

初
当
選
以
米
、
ロ
年
の
口
吹
き
に
わ
た

り
町
議
会
議
只
と
し
て
町
政
の
継
機

に
参
画
さ
れ
、
そ
の
問、

産
業
建
設

委
討
会
制
委
日以
長
な
ど
の
婆
械
を
底

打
U

さ
れ
、

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

石

橋

芳

和

｛
大
家
庄
・翠

凧）

石
総
さ
ん
は
、
昭
利
幼
年
8
月
の

初
当
選
以
来
、

mu
年
閉
め
長
き
に
わ

た
り
町
議
会
談
日
と
し
て
町
政
の
枢

機
に
参
画
さ
れ
、
そ
の
問
、
開
発
公

社
特
別
委
員
会
委
員
長
、
環
境
厚
生

委
員
会
委
員
長
ら
ど
の
婆
験
を
照
一
任

さ
れ
、
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
c

昭
和
創
年
度
秋
の
叙
勲

昭
和
白
年
度
秋
の
叙
勲
受
章

者
が
「
文
化
の
日
」
の
日
月
3

日
に
発
表
さ
れ
、
朝
日
町
関
係

で
は
次
の
2
人
の
方
が
受
草
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

熱 5等瑞宝章

広川親義氏

て
、
入
会
林
野
の
鐙
備
を
は
か
る
ほ

か
、
朝
日
小
川
総
合
開
発
事
業
の
進

展
及
び
森
林
造
成
に
意
欲
的
に
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
林
業
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

小

川

弥

一
（
三
枚
一
格
段
歳
）

小
川
さ
ん
は
、
制
H
ス
キ
｜
ク
ラ

ブ
例
ぷ
以
米
、
多
年
に
わ
た
リ
川
ク

ラ
ブ
会
長
及
び
顧
問
と
し
て
ク
ラ
ブ

の
宵
成
を
困
る
と
と
も
に
ス
キ

i
教

室
等
を
災
総
し
て
町
の
ス
キ

1
人
U

の
拡
充
‘
指
持
者
養
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

佐

藤

妙

子

三
鴻
町
引
き

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
お
年
、
舞
踊

教
宅
を
創
設
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎

を
取
り
入
れ
た
舞
踊
の
創
作

・
普
及

に
努
め
る
と
と
も
に
、
幼
児
か
ら
主

婦
ま
で
広
い
射
を
指
得
す
る
主
ど
教

上

沢

と

し

ゑ

（
東
草
野
制
歳
）

昭
和
ザ
ヰ
8
月
に
朝
門
口
町
母
子
保

水

野

健

一

健
推
進
員
に
就
任
以
来
、
妊
娠
の
H
十

水

野

さ

ん

は

、
元
山
崎
生
産
森
林

期
届
出
、
母
親
学
級
の
受
議
及
び
乳
組
合
を
設
立
し
、
そ
の
組
合
長
と
し

吋，

f
ff
f
t
ff
ft
tt
t
t
t
tt
t
t
t
t
t
t
tt
tt
t
t
t
t
b
i
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
f
J

f
p
i
l
l‘
陰

惨

相

…
米
田
吉
二
氏
に
自
治
大
臣
感
謝
状
…

・
ー

l
、

司

船

伽

氏

館
で
、
議
只
お
お
年
以
上
に
わ
臼
年
ま
で
お
年
余
り
に
わ
た
り
町
…

h

－a
RZp
e
v
v

一

た
リ
地
方
自
治
の
仮
展
に
寄
与
さ
議
会
の
議

μ
と
し
て
地
上り
山
立
川
の
相

、

島
町

〉

列

こ

れ

た

功

績

が

認

め

ら

れ

、
高
山
県
震
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
…

長

イ

道

一
吉

で
も
一
人
だ
け
と
い
っ
自
治
大
臣
昭
和

Mfi委
員
に

1

44
V臨
時
自
民
剥

町

自

の
感
謝
状
が
、
米
一
出
土
口
こ
さ
ん
に
さ
れ
て
以
来
初
日
町
農
業
式
首
、

M

f1
1
v

‘

什

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

治
農
協
組
合
益
必
、
中
央

対

米
間
さ
ん
は
、
昭
和
げ
年
に
泊
組
合
長
理
事
を
際
任
さ
れ
、

日
月
初
日
、
東
京
都
懇
政
記
念
町
議
会
議
日
以
に
就
任
、
以
来
昭
和
の
発
展
に
も
尽
く
さ
れ
ま
し

F今

dz
’adv，AM
Z＆
g
b色
svvadZE
e

－’ag
p令
、
，＆
V予
6
q
z
mw
’av
h
as事
＆
S
B仇
ず
t
s
za
q
h仇
g
bαず
uFad
－vadる
仇
V
L
Eず“
E
g
L
Eず
，
仇
JB
れ
ず
u
E
q
h
Eq
b
b’guFbgb＆
q
uvAV、
9
9、，＆
g
p
av、
，
a
g吾
＆
g
b也
、
，
仇
g
b

昭
和
幻
年
、
後
の
県
歌
人
連
盟
の

母
体
に
な
る
「
短
歌
時
代
」
を
剣
刊
。

現
在
も
北
日
本
歌
壇
の
選
者
を
拘
当

す
る
ほ
か
町
短
歌
会
の
議
附
を
務
め

る
な
ど
後
進
の
指
導
に
当
る
と
と
も

に
県
欽
人
連
盟
会
長
と
し
て
む
活
総
。

品川
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

一
（
大
家
庄
・日
放
）

高

田

昭

向
閉
さ
ん
はぷ
昭
仰
初
年
町
体
育
協

会
削
叫
が
に
就
任
以
米
、
大
ん
か
店
地
区

体
行
協
会
副
会
長
及
び
会
長
を
恥
任

さ
れ
、
地
滅
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
娠
飢
ハ

に
日
八
、
力
さ
・
札
ま
し
た
。

朝
日
中
学
校
柔
道
部

同
部
は
、
会
国
中
学
校
柔
道
選
手

権
大
会
に
高
山
県
代
表
と
し
て
山
場

し
、
ベ
ス
ト
8
に
進
出
す
る
な
ど
優

禿
急
成
績
を
修
め
、
朝
日
町
の
名
声

を
全
国
に
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
山
町
内
小
中
学
校
の
校
歌
を
数

多
く
作
詞
し
、
教
育
め
娠
興
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
別
歳
、
朝
日
町
平

柳
5
8
9
。

勲 5等瑞宝章

中野啓三郎氏

昭
和
同
年
に
東
・
甲
小
の
米
殺
商
業
組

合
成
査
部
で
検
古
先
日
と
な
り
、
以
来

計
量
の
適
正
化
と
将
校
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
県
食
総
販
売
協
同

組
合
連
合
会
の
常
務
理
事
を
務
め
、

業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

河
段
、
朝
日
町
道
下
1
3
5
1。

南

保

徳

双

（
荒
川
・凶
歳
）

ホ
間
保
設
は
、
川
明
日
中
・
午
絞
采
迫
部

の
一
以
と
し
て
活
判
明
す
る
と
と
ら
に
、

会
側
中
小
校
采
逃
…
滋
子
協
大
会
の
例

人
戦
に
出
場
し
、
3
位
に
入
賞
す
る

な
ど
俊
秀
な
成
績
を
修
め
、
初
日
町

の
申
立
炉
を
全
国
に
広
め
ら
れ
ま
し
た
。

南
保
体
協
女
子
綱
引
チ

i
ム

同
綱
引
チ
ー
ム
は
、
会
日
本
綱
引

選
手
権
大
会
に
時
一岡
山
県
代
表
と
し
て

出
場
し
、
ベ
ス
ト
日
に
進
出
す
る
な

ど
優
秀
な
成
績
を
修
め
、
朝
B
町
の

名
声
を
全
国
に
広
め
・
句
れ
ま
し
た
。

・
昭
和
例
年
旬
月
号

＠



一般会計歳入 ・歳出決算報告昭和60年度
歳出の内容を 「住みよい町づくり」 「豊かな人づくり J

r活力ある産業づくりJの 3大施策と 「行政の推進」の 4

つに分類し，主なものを列挙すると次のようになります。
〔図－1〕

地方交付税
13億5,563万円

(22 .6%) 

その他
17億9,510万円

(29.9%) 

内訳
・使用料及び手数料

5,301方向

・繰入金 121:意6,734 
万円

. ＊量産基金 11：軍4,748 
万円

・ぜの他 3億2,727万円

昭和60年度の決算ガまとまりましだ。町政

は，皆さんから納めていただく税金や固から

の地方受付税などを財源として運営されてい

ます。ここでは一般会計を中山に紹介します。

般

会

計

決

算

昭
和
的
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
6
0
億
8
3
4
方
向
、

歳
出
総
額
5
8億
1
、
0
2
4
万
円
で
、

差
し
引
き
l
億
9
、
8
1
0
万
円
と
な

り
、
こ
の
差
引
残
金
は
旧
年
度
に
繰

越
さ
れ
ま
す
。

図
ー
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
歳
入

つ
ま
り
町
に
入
っ
て
き
た
お
金
で
す
。

前
年
度
に
比
べ
1
9億
6
、
8
0
7
万

円
（
4
8
・
7

%
）
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
一
番

多
い
の
が
地
方
交
付
税
の
1
3
億
5、

5
6
3
万
円

（前
年
対
比
1
4
・
2

%
捕
さ
、
次
い
で
町
税
が
対
前
年
比
9
・

2
%
増
の
1
2
俄
7
、
7
7
6
方
向
と

順
調
な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

60億 834万円

58億1'024万円

世相
、
防
災
行
政
無
線
の
繁
備
、中
学
校

プ
｜
ル
の
建
設
、山
岡
村
婦
人
の
家
の

建
設
な
ど
に
投
資
し
た
金
額
｛
投
資
的

経
費
）
は
、
2

8
億
9
、
i
6
6
．
力
問
で

全
体
の
4
9
・8
%
を
山
め
ま
し
た
。

一
方
、
人
件
代
、
扶
助
資
（
生
活
、

医
療
、
教
育
扶
助
）、
公
償
資

〈
町
僚

の
償
還
金
｝
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の

を
義
務
的
縦
攻
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
似
に
収
入
が
減
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
・制
小
す
る
こ
と
が
附
鰍
主
総
代

で
、
こ
の
川
A
H
が
向
い
と
財
政
磁
瓜

化
の
似
凶
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ω年

度
の
場
合
、
こ
の
経
常
的
経

貨
の
織
成
比
は
、
投
資
的
総
絞
め
仰

び
に
よ
リ
、
平
年
度
に
比
べ
て
大
幅

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳入

歳出

住みよい町づくりに
保育所運営1't・"..…・・・…・・・・・・・・…－ ・・・・・・・5f窓5,309'h守内

( I村 ） 保育所他殺~1~£長代…………… ・ ……・・・ 0 ・ 11窓6.402方向

老人？五十k事業従 一－ …一… …・ ……  .. 4,594方向

防災行政無線絡事前.！＇）~$1＇（ ·＂ 一…・…………・ 0 ・ 6,002万円

都市計画~M佐賀ー....・0・・一一一・・・・・…・・・・・…ー・ e・11意2.489万問

道路新政改良卒業資－ －… ・・・・…－ 一一..If.E'.7. 5757J同

然雪＇.;_if街づくり事業1~...……・・一 ……  3 .1487:i向

災害復旧小f.iHr..・ e・－…・・・……一一……・・・…・li窓 371方向

治婦併殺等 ……ー…・・………一…....・・ …－ 5.729方向

小中年：校運営＇／＇（＇ ....・…・・・・0・・・…・・・・…・・0・0・・31意 651万同

（内）小学校プール他殺がた＇｛！（ .…ー…ー ... 6461方向

青年 －婦人 ・リ己1主．クラフぜtキ千・［＼
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2円）

788内｝

3,818円）

4,038円｝

・町民鋭
6117.239万円

．回定資趨税
制輩1,856方向

．軽自動車税
1,472万円

．町たIiニ消費税
7, 136万円

．電気税
7 ,547万円

．木材号l耳xf.見
4万円

・特別土地保有税
38万円

積 立 金
Ii意1,859万円

(2. 0%) 

扶助費

l億723万円
(1.8%) 

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金

か
ら
の
約
印
俄
阿
を
含
む
繰
入
金
が

1

2
億
6
、
7
3
4
万
円
と
前
年
に
比

べ
て
約
8
情
に
な
っ
た
こ
と
が
、
大

幅
増
に
な
っ
た
主
要
因
で
す
。

歳
出
は
投
資
的
経
費
の
噌

一
方
、
歳
出
は
下
の
図
で
す
。

総
務
費
、
民
生
費
、
淡
林
水
産
業
費
、

土
木
貨
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

4
資
自
で
全
体
の
6
7
・
5
%
を
上
円
め

ま
し
た
。
総
務
費
が
前
年
に
比
べ
て

約
3
倍
の
2
0
億
3
、
9
7
4
万
同
に

な
っ
た
の
は
、
1
4
億
i
、
0
9
6
万

円
の
新
庁
舎
建
設
事
業
資
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
歳
出
を

性
質
別
に
み
る
と
（
図
1
2
）、
新
庁
舎

建
設
に
加
え
、
大
家
庄
保
育
所
の
建

回 答

l! 
成
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寺
川
の
水
門
管
理

（
日
歳
・

泊
）

北
電
泊
営
業
所
微
に
あ
る
水
門
は
、

だ
れ
が
管
理
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す

か
。
ま
た
、
大
雨
な
ど
で
聞
け
て
ほ
し

い川町
は
だ
れ
に
訴
え
ば
い
い
の
で
す
か
c

昨
年
の
大
山
の
時
、
床
下
に
水
が

入
っ
て
く
る
の
で
、
点
復
中
に
消
防

q
n
に
泌
総
す
る
と
町
内
会
長
さ
ん
を

通
し
て
く
だ
さ
い
と
の
‘
｝
と
で
し
た
。

急
を
婆
す
る
時
は
、
消
防
署
で
聞
い

て
す
ぐ
に
対
応
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
幸
町
に
叫
流
れ
込
む

水
量
を
減
ら
す
た
め
、
川
を

一
本
他

に
造
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
、
っ
か
。

ま
た
、
大
前
の
あ
と
歩
道
の
下
｛
流

・3
泌
に
な
っ
て
い
る
）
を
見
る
と
、

材
木
が
っ
つ
か
え
て
い
ま
し
た
£
州

の
n，
巾
も
多
か
ゥ
た
の
で
す
が
、
む
し

「
愛
の
袋
」
に

温
か
い
ご
協
力
を

慌
た
だ
し
い
制
定
を
迎
え
、
今
年

も
ロ
月

1
日
か
ら
お
日
ま
で
の
期
間

に
「
地
戚
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い

正

月
」
を
ス
ロ
ー
カ
ン
と
し
て
、
歳
未

た
す
け
あ
い
巡
動
を
’
h
H

い
ま
す
＠

引
払
た
ち
の
ん
に
川
は
、
以
前
に

比
べ
る
と
と
て
も
山
か
に
な

っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ろ
ん

な
都
情
て
恵
ま
れ
な
い
家
庭
や

病
気
・障
害
に
苫
し
む
人
な
ど
、

長
期
に
わ
た
り
入
院

・
入
所
し

て
正
月
を
迎
、
え
る
人
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
・
7
な
ト々

々
に
少
し
で
も
よ
い
お
正
日
付
を

迎
え
て
い
た
だ
こ
う
と
、
こ
の

前
帯
金
運
動
を
展
開
す
る
も
の
で

す
。

か
し
た
ら
ブ
ミ
が
っ
つ
か
え
て
い
た

か
ら
山
水
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
山山
水
の
あ
っ
た
所
の
川
の

ゴ
ミ
の
調
K
況
を
定
期
的
に
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

－v

お
答
え
し
ま
す

操

作

を

敏

速

に

ご
指
摘
の
水
門
操
作
は
、
平
常
時

に
は
か
ん
が
い

m水
の
分
配
の
た
め
、

終
業
信
（大
い
断
、
東
伊
野
地
反
）で
線

作
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
山
水
時

に
は
成
業
者
が
い
傑
作
す
る
－
｝
と
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
消
防
将
、
地
元
、

町
が
述
絡
を
し
な
が
ら
操
作
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り

敏
迷
に
対
応
で
き
る
よ
う
配
癒
し
て

本
酔
い
ハ
／
念
品
寸
’
。

と
こ
ろ
で
こ
の
問
題
は
、
根
本
的

に
は
河
川
断
自
の
拡
大
を
図
ら
な
け
れ

ば
解
決
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
河

川
川
口
担
者
で
あ
る
県
に
改
修
の
唆
読

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
州
地
等

地
．
ん
の
ご
即
一
解
と
ご
協
力
を
お
刷
聞
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
山
水
し
た
館
所
の
ゴ
ミ
調

後
に
つ
い
て
は
、
住
民
総
で
行
っ
て

い
る
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に
重
点

的
に
調
盗
し
た
い
と
考
え
て
い
草
す
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り

（
的
歳

・
泊
）

例
日
町
は
「
住
み
よ
い
剛
造
り
」

を
進
め
て
お
ら
れ
る
と
の
・
」
と
で
す

が
、
恭
年
附
で
町
外
へ
流
出
す
る
人

〈（ 

ぷ
金
の
取
り
扱
い
は
、
地
区
の
民

生
委
員
や
町
内
会
長
さ
ん
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
毛
に
「
愛

の
袋
」
が
届
い
た
ら
、
温
か
い
ご

mh

M
併
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い

昼
食
会
を
開
催

朝
日
町
社
会
一泊
祉
協
議
会
で
は
、

制
人
民
生
委
員
会
、
食
生
前
推
進
協

議
会
、

uみ
本
仕
刊
な
ど
婦
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
て
、

一
人
で
寂
し
く
す
ご
し
て
お
ら
れ
る

お
年
寄
り
を
紹
待
し
て
、
ふ
れ
あ
い

昼
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
は
、
日
年

か
ら

「仙
似
り
詳
し
之
人
の
ル
住
宅
福
祉

の

m進
と
池
山
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
寸
前
動

の
般
進
を
図
る
こ
と
を
自
的
と
し
て

尖
絡
し
、
今
年
で

4
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
今
年
J
U
次
の

3
点
を
指
線

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

V

U
自
の
食
事
が
単
捌
に
な
り
が

が
多
い

と
忠
わ
れ
ま
す
。

こ
の
対
策

を
ど
の
よ
・
7
に
々
え
て
お
ら
れ
ま
す

か
。
ま
た
、
必
役
場
跡
に
テ
ニ
ス

・

ゲ

l
ト
ボ

l
ル
場
な
ど
、
町
民
い
こ

い
の
同
怖
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

－v

お
答
え
し
ま
す

就
業
機
会
の
溜
大
を

ぷ
引
品
刊
の
定
治
を
進
め
る
た
め
に
は
、

H

わ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ぬ
業
機
会
の
用

大
を
凶
る
』

｝
と
が
紋
も
小
山町
裂
な
刈
策

と
々
、
え
て
い
ま
す
の

そ
の
た
め
、
優
良
合
業
の
誘
致
を

は
じ
め
と
し
て
、
名
産
業
の
振
興
に

精
一
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
「
品
川
伝
と

魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
』
に
鋭

意
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
い
こ
い
の
場
に
つ
い

て
は
、
水
流
川
河
U
付
近
の
海
臨
時
部

に
小
砂
浜
公
闘
の
造
成
を
討
則
し
て
い

ま
す
。

川
役
場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
跡
地

刈
別
検
流
浪
記
以
会
の
答
巾
て
は

「小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
」
と

総
計
さ
れ
て
お
り
、
当
分
の
問
は
教

有
施
設

（小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
｝
と

し
て
利
用
し
、
長
期
的
に
は
、
小
字

校
統
合
問
題
等
を
含
め
、
総
合
的
な

見
地
か
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

占
不
十
ヲ
。

除
雪
に
つ
い
て

（
刀
歳

・
五
箇
庄
）

。L
ft 

中
似
削
同
地
を
造
成
し
て

ち
な
独
り
暮
し
乏
人
に
手
作
り
の

径
一食
を
サ
ー
ビ
ス
し
、
食
生
活
改

善
の
一
助
と
す
る
。

V

婦
人
グ
ル
ー
プ
が
い
制
社
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
治
品
川
を
体
験
し
、

地
減
の

た
す
け
あ
い
の
山店
街
性
を
高
め
る

機
会
と
す
る
。

V

独
り
計
詳
し
老
人
に
会
食
を
通
じ

て
ふ
れ
あ
い
や
楽
し
み
を
サ
ー
ビ

ス
す
る
。

朝
日
町
に
は
、
日
歳
以
上
で
独
り

必
し
の
対
象
お
が

2
0
0人
お
ら
れ

ま
す
が
、
参
加
さ
れ
た
お
年
寄
り
は
、

心
を
込
め
て
作
ら
れ
た
杭
か
い
料
理

に
、
お
い
し

い
お
い

し
い
と
青
つ
づ

み
を
う
ち
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
綴
で
食

べ
て
わぬ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
ご
協
力
に
よ

り
、
地
区
ご
と
に
必
’
川
を
こ
ら
し
た

慰
安
等
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
』

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

朝
日
町
民
生
委
員
協
議
会
婦
人
部

で
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の

一

環
と
し
て
、
h

代・
一
毛
で
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
の
い
々
々
に
子
作
り
の
予
長
n
聞

を
則
っ
て
励
ま
そ
う
と
、
出
世
向
を
こ

ら
し
た
附
リ
物
を
続
け
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、
ル
住
宅
で
泌
た
き
り
の

お
年
寄
り
が
白
人
お
い
で
に
な
り
、

今
年
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
何
だ
ろ
う
か

お
ら
れ
る
織
の
滋
（
桜
町

・
問
削
保

3
サ
線
）
で
す
が
、
今
年
J
U
除
会
計
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
除
勺
さ

れ
た
時
、
私
の
凶
ば
に
他
の
家
の
前

の
＋討
を
多
量
に
入
れ
ら
れ
、
容
の
役

作
業
を
す
る
と
き
、
な
か
な
か
雪
が

消
え
な
い
で
凶
り
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
暖
畔
も
壊
れ
る
と
私

達
庁
前
さ
ね
ば
な
け
ま
せ
ん
。
除
雪

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

－v

お
答
え
し
ま
す

除
雪
路
線
と
し
て
模
討

当
該
道
路
は
除
雪
計
州
防
総
に
入

っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年

は
中
山松
町
団
地
造
成
の
調
査
の
た
め

に
除
雪
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

問
地
形
成
と
と
も
に
除
雪
路
線
と
し

て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
路
線

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
地
は
、

他
の
筒
所
と
同
級
に
緋
吟
場
所
が
な

い
の
で
、
や
む
な
く

m
へ
妙
心ベ
し
た

も
の
で
す
が
、
今
後
と
も
ご
内
紛
と

ご
協
力
を
切
に
お
似
い
小
し
あ
げ
ゐ

次
第
で
す
。
除
討
に
よ
る
破
紛
が
あ

れ
ば
、
町
で
補
修
し
ま
す
の
で
、
役

場
往
診
諜
に
述
給
し
て
く
だ
さ
い
。

一

8
月
号
か
ら

5
回
に
わ
た
っ

一

一
て
、
寄
せ
ら
れ
た

『
や
ま
び
こ
一

一
司
法
信
」
の
主
な
も
の
を
褐
敏
し
一

プ
ぶ
し
た
。
今
年
度
は
こ
れ
で
終
一

一7と
8
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一

仏
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ゅ
さ
い
ま
勾

引
し
た
。

ゲ

r

～
 

主
骨
何
明
盲
閏
品
比
皆
島
小
弘
E

Z
Z
1
制
且
F
4
T
4
d
l
望
事
ぷ
ヨ

町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
お

…

阪
い
い
た
し
ま
し
た
が
期
内
弁
会

の
結
m木
を
報
止
円
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
即
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

’

日
赤
社
費

l
、3
6
4
、
5
1
2
同

一

護
国
神
社
奉
賛
会
費

1
1
6
2
5
0
リ

社
会
福
祉
協
議
会
鶴
岡
（
前
期
分
）

6
9
7
5
0
0
円

合
計

2
、1
7
8
、
2
6
2
内

．
 

と
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
が
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
昨
年
は
、
手
袋
を
利
用

し
た
子
街
を
贈
り
大
好
評
で
し
た
が
、

今
年
は
、
米
年
の
え
と
に
ち
な
み
、

E
糸
で
編
ん
だ
ピ
ン
ク
色
の
ウ
サ
ギ

を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
ウ
サ
ギ
は
、

「
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
」
と
名
付
け
、
各
委
員

が
年
末
に
お
年
寄
り
の
家
を
訪
ね
、

激
励
の
手
紙
を
添
え
て
手
渡
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

－
や
ま
び
こ
通
信
回
答

。

合
併
・

統
合
伺

学
校
教
育
法
地
行
規
則
に
は
、教
員

の
配
置
や
学
校
の
施
設

・
設
備
、
教

脊
内
容
な
ど
詳
釧
に
定
め
て
あ
り
ま

と
す
が
、
特
に
げ
粂
に
は
、

小
学
校
の

ご
鋭
校
は
ロ
学
級
以
上
同
学
級
以
下
を

標
準
と
す
る
と
規
定
し
て
あ
り
手
す
。

り

こ
れ
を
踏
え
て
文
部
大
臣
が
中
央

：
教
育
審
議
会
に
勿
小
規
般
学
校
で
は
、

4

や
校
級
叫
H

が
訓
九
日
間
に
な
っ
て
い
る
に

ひ

も
か
か
わ
ら
ず
、
教
いμ
の
泌
正
配
泣

〉

や
地
設

・
設
備
等
の
終
備
が
刷
機
で

ζ

あ
る
た
め
、
寸
分
な
教
育
効
来
を
矧

長
作
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ニ
れ
を

”
改
善
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
杉

田

と
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、

f
小
規
模
校

は
、
教
員
組
織
の
充
実
と
施
設
訟

俄
等
の
拡
充
を
図
る
上
に
困
難
を
伴

う
ニ
と
が
多
く
、
適
正
な
規
院
に
ま

で
統
合
す
る
こ
と
は
義
務
教
育
水
絵

の
向
上
と
学
校
経
伐
の
合
法
化
の
た

め
に
き
わ
め
て
弔
．
裂
で
あ
る
。
市
町

村
は
的
極
的
に
実
絡
す
る
必
裂
が
あ

る
h

と
父
日中
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
c

現
布
、
我
が
町
で
は
、
町
立
小
学

校
環
境
慾
備
審
議
会
で
倣
屯
に
審
帥
閉

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

教
育
面
、
社
会
面
、
財
政
面
か
ら
十

分
に
考
慮
さ
れ
て
答
申
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
ワ
ま
す
。
答
申
あ
り
次
第
、

在
行
校
舎
を
抱
え
て
い
る
現
状
J
U
締

ま
え
、
町
民
の
皆
様
と
バ
也
前
よ
り

本
店
ア
で
討
議
し
、
十
二
分
に
怠
日
凡

を
打
聴
し
な
が
ら
笑
行
に
絡
し
て
・
ま

い
リ
た
い
と
p
fえ
て
い
ま
す
。

全
国
民
生
・児
童
委
員

協
議
会
長
表
彰

昭
和
引
年
度
全
国
民
生
安
円
以

・
児

詑
委
員
大
会
が
川
口
月
お
目
、
三
冊
民
県

伊
勢
市
の
三
重
県
立
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
そ
の
席
上
、
長
年
地
妓
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
民
生

・
削
ん
業

委
討
に
対
し
協
議
会
長
表
的
W
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
朝
日
町
関
係
の
民

生

・
児
産
委
只
は
、
復
任
期
間
通
算

問
年
以
上
の
次
の
方
々
で
す
。

（敬

林
略
）

ーい

トト

l
川
d

L
Z
T

H

官

谷

松

Mm

to町
向

両

』

2

問

中

清

水

文民 11.'.ii・ 低下1;

計 官 ー 百l

（
笹
川
）

（紘
一川
）

（
鋭
谷
）

（
横
尾
）

（
泊
山

）

（
金
山
｝

子子

fおりかどさ………）
！ おたたかい窓 j
( ω朝日町善意銀行 I 

l o栄町婦人；；：；：：I’1 ~~0；，~ ! 
i 収の一吉II 10.000問 ¥ 

I Oとく名さんから 30,000肉 ） 

はど竺l竺：.！-2_竺旦、j

－
昭
和
引
年
口
月
号

＠



生活必需品価格
10月分調査 ( )!;t前月比

,fl, 名 ｛甜 4在 aド t':J

台所 mso洗m£ 剤
l'I l'I 

225 225 
｛中性洗剤・3 ） 。）

テ ィ シュベーパー 148-158 153 
4α｝枚紙I百人 I)} (+ 9) 

トイレ y トベーハー
160～268 

214 
｛故紙；ロールq閉経） (+ 4) 

米 4,883 4.883 
lうるち米 ・白主流通米） 0) 

食 ，、
／ 

150～170 
160 

( it-itli品 I4:) （叩 7)

弓三 肉 300～420 
367 

（中肉 .ti ti 100 g) (-16) 

ij，主 I勾
168～190 

176 
｛中肉 ・ti{, IOOg) （ー10)

’？ ガ ン
258～358 ( + 3~~ ( I .ITil 

~~ mi 180～200 
192 

{Mサイズ10弘司） ( - 2) 

f」
11' まe iJ 

]!{ 

148～150 149 
（通.17,1 kg) (-61) 

Lf IL し、 し よ 148～180 
164 

<'.'!fi母品 lkg) (-85) 

キ
(1ヤi;:;m品l〆k、g、） 

.. I 
JOO 

100 
｛四 5)

一
人 井yミ

270～280 
275 

｛仔jJ{j『1¥l11 kg) ｛叩75)

l ヴ J由 480～500 
490 

¥ 1.s eピン入） 0) 

.;, 't: ー，
278～330 

:!04 
Uf＇.・袋 lkg) 0) 

I- 一・／ ス 180～210 
195 

(:tiミ 36omeJ 0) 

（氏吋 !+l ill! 480-550 515 
ラダilff・uieピン入リ ） (-35) 

」一一ー
tr ira 936～1.260 1,080 

( t~己注 ・ 18el 0) 

一一
ガ 、I

d’ 123～140 129 
<mi:iレギラー・l e控I・売リ） {+ I) 

一
講 評
生鮮食品はが1月に比べ全般的に安｛泊となリ．

i也は安定的な側絡でj佐移しました。

…
郵

便

局

か

ら

ロ
月
日
日
か
ら
年
賀
状
の
受
け
付

…
け
が
始
ま
り
ま
す
。
差
し
出
し
が
退

く
な
る
と
元
日
一
に
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
ギ
自
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
私
制
棋

は
が
き
や
封
由
訟
の
年
賀
状
に
は
赤
で

一
あ
て
所
左
上
に
「
年
賀
』
と
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
便
番
号
も
お
忘
れ

紛
却
歳
以

．
な
く
。

上
部
地
凧
米

…

vぉ
．
比
八
川
中
花
は
定
問
…
仰
で

尚

一
O
代
金
2
、
0
0
0川
（
郵
送
料
含
む
）

団
員
負
担
金

約
加
万
円

…
内

行

烈

束

中
也
照
的
制
特
選
各
色
ロ
本

募
集
期
間

ロ
月
お
日
ま
で

…

（赤

・
内

・
賞
、
大
菊

・
9
K中

。
申
し
込
み
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、

…

小

菊

3
本
入
｝

い
ず
れ
も
朝
日
町
教
育
委
只
会

（
公

一
発
売
疋
朝
日
町
三
枚
体
制
幽
芸
組
合

担
H
1
1
0
4
）
へ
。

…
閉
会
先

ee
－－－
初
日
町
各
郵
便
局
へ

…
発
送
・：・：
昭
和
日
年
ロ
月
お
臼

能
力
開
発
協
会
か
ら

…
，

‘

p

：
r－－
F

あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委

労
働
省
で
は
、
企
業
で
の
従
業
員

－

t

t

e

庄司

de
a－
－4

・・

の
能
力
開
発
プ
ラ
ン
作
リ
に
対
す
る

…

ア

イ

デ

ア

を

募

集

助
言
や
情
報
提
供
等
を
行
う
た
め
、
…

ト
均
年

8
月

i
日

1
3
日
に
行

っ
て

昭
和
的
年
度
か
・旬
、
主
要
都
市
に
能
力

…

い
る

「
あ
さ
ひ
ま
つ
リ
」
を
金
町
民

開
発
の
叩
門
相
談
窓
U
と
し
て
、
戦

…
の
ま
つ
り
と
し
た
い
た
め
、
皆
さ
ん

業
能
力
開
発
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

設
け
て
い
ま
す
。
相
談

・
指
得
等
は

…

『
ニ
ん
な
催
し
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
」

無
料
で
す
。
級
録
的
な
ご
利
用
を
。

…

「
こ
う
い
う
や
り
方
に
し
た
ら
ど
う

V
富
山
戦
業
能
力
開
発
サ
ー
ビ
ス
セ

．
か
」
な
ど
、
夜
明
、
イ
ベ
ン
ト
、
シ

ン
タ

l
（
富
山
市
新
京
町
2
1
4
｜

…
ヨ
｜
、
隣
リ
、
回
総
な
ど
に
つ
い
て

訟
、
富
山
県
工
会
館

6
F、
合
0

7
．
ご
意
見
を
あ
さ
ひ
ま
つ
り
災
行
委
員

6
4
H
n
u
2
5
7
8
）

…
会
事
務
局
（
削
明
日
町
病
保
、
朝
日
町

…
一尚

L
会
内
、
mu
幻
U
2
2
8
0
｝
ま

…
で
泌
総
し
て
く
だ
さ
い
。

県
婦
人
青
少
年
課
か
ら

青
年
制
人
海
外
派
遣
団
員
を
募
集

・
第
口
田
富
山
県
青
年
海
外
派
遣

派
遣
団

一
般
部
門
・；

ハ
ン
ガ
リ
ー

－
ス
イ
ス

必
業
部
門
：
オ
ラ
ン
ダ

・
ス
イ
ス

派
遣
期
間

5
月
初
日

1

6
月

1
日

募
集
人
員
及
び
資
格

一
綾
部
門
：・
約

ω名
（う
ち
身
体
隊

密
者
3
名
桂
皮
｝、
年
齢
別
歳
以
上

加
歳
未
満

農
業
部
門
・
約
時
名
（
う
ち
農
業
高

校
生

・
短
期
大
学
生
3
名
程
度
）

年
齢
却
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男
子

団
員
負
担
金

約
却
方
向

募
集
期
附
ロ
月
白
日
ま
で
。

－
第

7
団
富
山
県
婦
人
海
外
派
遣

派
遣
団

ス
イ
ス

・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

派
遣
期
間

5
月
初
日

1

6月
l
日

募
集
入
賞
及

び
資
絡

却
名
、
年

黒
部
技
能
学
校
か
ら

」三隣人L礎年金には，従来ど必り ．

jピ給の総 1）下げや繰＇ ）よ（fの取り

敏いがあリますか。

問

次
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

・
高
圧
電
気
工
事

（電
気
製
論
、
一小地公

設
備
及
び
法
規
）

O
日
時

ロ
月

9
日

i
ロ
日

午
後
6
時

i
午
後

9
時

教
材
料
2
、
0
0
0
同

建
築
規
矩
術
（技
能
検
定
予
備
講
習
）

O
日
時

1
月
ロ
日

l
u日

午
前

9
時

1
午
後
4
時

教
材
料
2
、
0
0
0
同

お
問
い
合
せ
放
び
受
講
申
し
込
み

は
、
黒
部
高
等
技
能
学
校

｛
念
日
H

0
2
5
1
）
ま
で
。

ゆ
か
リ
、
水
島
酬
明
、
兵
時
悼
俊
世
帯

宮
崎
地
区

品
wm正
勝
、
紙
本
以
子
、
竹
谷

早
苗
‘
太
平
千
保
笑
、
水
鳥
川
口
、
川
政
策

山
紀
、
士
川
本
妹
夫

笹
川
地
区

長
井
治
炎
、
深
絞
久
子
、
年
間

正
広

女
性
に
特
有
の
が
ん

’
治
一
区

品
川
楠
祁
久
、
水
針
み
ゆ
き
、
竹
内

と
し
て
ノ
土
門
が
ん
が
あ

…
繁
官庁
、
ト
〈
付
茂
、
ぬ
端
忠
治
f
、ハ
合
口
辺
f
、

り
ま
す
。

こ
の
子
宮
が

い
鳥
山
川
滋
代
美
、
山
村
川
秀
了
‘
氷
見
捻
太
郎‘

ん
は
、
チ
｛
同
級
が
ん
と

…
清
原
“
H
雄
、
鳥山制帥相
、
附
林
ま
ゆ
み
．
H
n
波

子
宮
体
が
ん
に
分
か
れ
、

…
帥吠
r
T
．
帥
目
出
叫
治
美
、
中
村
好
美
山
策
、
弘
治
来
日
、

川
中

h

村
局
、
泌
総
久
美
、
附
都
小
払
之
、

lu
沢

子
常
殺
が
ん
が
卯
%
を
占
め
て
い
ま

…
山
時
措
旧
対
純
正
去
、此問
沢
よ
し
F

す
。
集
団
険
診
は
、
卯
%
を
占
め
る

…

；

1

j
一

｛

L

l

い
泊
二
区

品
市
件
彩
、
守
的
久
f
・
紘
桝川
総
、

了
｛月
間
制
が
ん
を
対
象
と
し
て
、
早
期

必
川
笑
子
．
ぷ
川
出
民
営
代
．
氷
川
小
路
、
尾
山

に
発
見
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
お
り
、

…
あ
や
F
・
大
作
友
了
、
除
原
則
子
、
仲
間
也
時

子
｛同の
出

υ
（
類
部
）
を
綿
僚
で
こ

…
ィ
、
山
本
凶
品
川
段
下
、
川
内
由
紀
、
k
以
純
、

す

っ
て
細
胞
を
取
り
、
減
微
鏡
で
検

・
問
本
総
了
‘
ぷ
針
仙
眠
、
大
谷
和
哉
、
佐
波
峰

登
し
て
異
常
が
な
い
か
鈎
べ
ま
す
。

…
樹
、
仲
間
出
湖
、
約
肝
誠
、
中
島
篤
・
4
・
池
原

細
胞
診
と
い
わ
れ
る
検
査
＋刀
法
で
、
…

幾
人
、
以
山
恥
純
店
、
広
島
山
噌
ぶ

水
鳥
山
u
t

、
木
山
焚
リ
J
、水向日
川
ン
ズ
ft
‘
後
品
暢
幸

検
t
g
そ
の
も
の
は
痛
く
あ
り
ま
せ
ん
。

却
歳
以
上
の
方
は
、
年

一
回
の
検
A
p
o

－
閉釦

7
一
泊
三
区

山門下山針

プ

良
谷本、・巾
・良川
万
之
、

を
毎
年
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

割
谷
市
子
、
大
－J1
G

夫
、
水恥打川
L

．
本
村
刺

子
宮
体
が
ん
は
、
か
か
る
人
が
少
錦
、
れ
山
尚

－
郎
、
附
白
鳥
淑
子
、

m－
収
道
f
、

な
く
検
よ
貨
の
乎
問
も
大
変
な
た
め
、

日
伊
藤
光
代、

．史
悦
楽
隊
f
、
納
H
叫情
岬
明
、
小

作
米
川
験
診
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
…

μ
叫町
、
中
山
川
隆
f
、
大
村
町
、

uv
胤
打
点
除
、

例
人
的
に
検
伐
を
お
川
町
h

さ
れ
る
心
は
、

愛
州
場
夫
、
日行
U
山
紀
f
、
則
的
久
汁
円
、
小
山
川

事
K
、，
P
川
誠
‘
排
出
必
山
災
f
、
稲
H
U
f
f

「
体
が
ん
検
診
を
し
て
欲
し
い

』
と

五
箇
庄
地
区

従
トホ
問
。
孔
、
総
出
A
f、
銭

病
院
て
ニ
え
ば
検
代
で
き
ま
す
。
体

…

－

凶
U
d
t
H予
妙
f
・
数
家
P
T
f
‘ぃ内
・滅
的
、

が
ん
に
か
か
る
危
険
性
の
高
い
人
は

…
州
出
山
最
H
f・
－州
内的
T
叩
t

・
川
上
必
山
炎
、

①

ω段
以
上
で
不
正
性
総
出
山
肌
（
牛
一
．

南
山
氏
以
チ
、
広
凶
慎

一
郎
・
河
内
総
、
寺
岡

足
以
外
の
出
胤

｝
の
あ

っ
た
人
。

…
ぷ
下
、
松
問
一獄
、
鍛
治
ひ
で
f
・
消
水

f

卵
、

②
刊
歳
以
下
で
も
妊
娠
出
産
経
験
が

…
商
係
地
区

泊
水
恵
美
イ
、
長
崎

一
弘
、
長

な
い
人
で
不
正
性
総
出
血
が
あ
る
人
。

…
的
相
手
、

竹
内
綾
乃
、
勝
回
明
、
山
G
仲可制白川町、

③
長
期
間
ピ
ル
を
内
服
し
て
い
る
人

…
谷
u
治

山

U
英
徳
、
谷
川
実

や
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
投
与
を
受
け
て

…
山
崎
地
区

木
U
了
、
水
野
香
織
、
仁
沢
泥

子
、
大
泌
総
f
・
M
M
判
判
出
問
、
成
能
…忠
夫
F
・

い
る
人
。

、

品草
場
制批
，l
、
山
本
初
’
f
・
じ
れ
総
也
、
初
川

な
ど
で
す
。
集
問
倹
珍
は
も
や
り
ろ
ん
、

一
久
「
、
ぷ
門
川
一一v
什m
f・
日
生
必
相
川
町
‘
七
沢
栄、

心
配
な
いり
は
、
病
院
で
什
仰
が
ん
険
会
尚

一
例
凶
将
史
、
代
熊
蛸
W
L
，、
谷
間
判
事
、
溢
以
北伯

s
u受
珍
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

…

点
、
山
川
熊
山
明
成
、
日
汁
ボ
、
大
阪
勝
也
・

r不

な
わ
ぬ
泊
術
院
の
鹿
川
人
科
は
制
時

…
怖
は
リ
的
泊
廿
U
M
M
胤
鋭
、
変
速
力
紀
f

問
の
診
療
体
制
で
す
。

緊
急
の
場
合

大
家
庄
地
区

以
H
弘
文
、
治
広
治
的
、
井

は
、屯
吋
一
川
等
て
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

．

口一

夫
、
以
ue俊
炎
、
十
伯
仲
什
友
子
、
坂

υ博

炎
、
宮
川
ぬ
智
美
、

刊誌
能
糾
以
下
．
山
本
美
校
干
、

朝
日
町
立
泊
病
院

大
伴
直
人
・
一
線
山
本
山
肌
笑
、
小
川
向
笑
、
林

産
婦
人
科
別
医
長

礼
仏
り
‘
大
合
礼
，
十、

小
川
H
十
倍
、
山
本
午
、

中
島

ι弘・
h
作
治
二
、
「いソ
蜘
川
秀
－
郎
、十引

仲町制
H

．
、
山
川
削
「
、
藤
川
火
山
問
、
小
川
正

夫
、

｛以
上
1
5
9
れ
｝

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
，さ
い
ま
し
た
。

12月のけんこう

年
に
一回
は

子
宮
、
か
ん

検

診

を

滞
留
明
彦

轟轟

a‘ 
の
献

血

境
地
区

0
・l
t
t川也
、
J

l
｝
’

d
b
う

水
山川
rn
ト
夫
、
水
内
川
災
問
‘
米
上

…

答 新年令11m立で（；！：，を齢基E定年｛fi:

は25午の受給資絡期間を-R＇ーする人

が651.況にi主した ときに 支給されますが．

65i'.＆からの支給を延ばして66歳以後の

ィ'i8｛する年鈴から受給することができ

ます。 （＇、わゆる繰下げ支給 ）しかし

この場介， ~齢厚生年金む同時に繰り

1：げ支給 となります。また、受け取る

年金古（iiま ． 年齢に応じて一定の；i~，~~の

在nが）Jll鮮さHます。

さらに＇60抜から64i汲までのr.IJに繰

り いずて受給するニとむできます。 こ

のJ持イト｛ま．繰り 上げた年齢に応 じて一

定の＇，1~11干のをHが減額されます。 ところ

でヘ ー！乞繰り上げ支給を受ける と．

il,;¥(°ti(［された立；給不が生涯続きますので．

ii=.立する必裂があります。

また、繰り上げ支給を受けた場｛；－，

l写生fj~令似！倹か ら；主給される特耳IJ Hf'i

の~~始l平’十年余lふ 65緩までのI MI支給

停11・.になリます。

繰
り
上
げし
rA
休
刊

A
l
a
－
E
B
il
l
i
－－
l

世

機
リ
下
げ
主
総

五
1
l
i
l
i－
－

1
1
1
11
1
E
B
ι
賀

－
く
ら
し
の
情
報
室

。

暮
ら
し
の
中
の

安
心
マ
ー
ク

円
以
近
は
技
術
の
進
歩
で
、
天
然
皮

革
と
そ
っ
く
リ
な
合
成
皮
背
中
が
つ
く

ら
れ
て
お
り
、
突
然
皮
革
と
の
区
別

は
む
つ
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
専

門
家
で
も
判
断
に
苦
し
む
そ
う
で
す

か
ら
、
消
費
者
が
、
か
ば
ん
を
貰
う

時
に
ま
ご
つ
く
の
も
無
患
は
あ
り
ま

せ
ん
。

皮
革
製
カ
バ
ン
の
品
質
表
示
ラ
ベ
ル

ま
が
い
物
を
買
い

、
気
づ
い
た
も

の
の
あ
と
の
然
り
ー
ー
と
い
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
付
け
ら
れ
た
の
が
、

「皮
革
製
カ
バ
ン
の
品
質
表
示
ラ
ベ

ル
」
で
す
。

こ
の
ラ
ベ
ル
は
、
天
然

皮
革
と
合
成
皮
革
と
を
は
っ
き
り
区

別
し
、
ま
た
一
屈
で
か
ぱ
ん
に
使
期

し
た
皮
革
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
の

が
目
的
で
す
。

こ
の
ラ
ベ
ル
表
示
は
、

「家
・
挺
用

品
品
質
表
ボ
法
」
に
法
づ
き
、
消
波

者
の
保
設
を
目
的
に
、
昭
和
初
年
か

ら
始
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
皮
革

は
牛
革
、
匝
問
革
、
豚
官
午
、
学
革
、
混

用
常
時
、
床
箪

（主
に
牛
革
で
、
厚
手

の
背中
）
の

6
後
鎮
で
す
。

ラ
ベ
ル
の
表
側
に
は
皮
革
の
緩
類

が
明
記
さ
れ
、
そ
の
動
物
の
イ
ラ
ス

ト
が
拙
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
袈
側

に
は
、
製
品
の
手
入
れ
方
法
と
保
存

方
法
が
替
か
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ベ
ル
が
付
け
ら
れ
る
か
ば
ん
の

紐
類
は
、
外
面
積
の
印
%
以
上
が
、

表
皮
付
き
の
革
で
あ
る
も
の
で
、
書

制
帽
か
ぱ
ん
、
ト
ラ
ン
ク
、
ス
ー
ツ

ケ

ー
ス
、
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
、
学
生
手

提
か
ぱ
ん
、
ラ

ン
ド
セ
ル
、
化
被
ケ

ー
ス
な
ど
で
す
。

ハ
ン
ド
パ
て
ク
や

財
布
な
ど
の
袋
物
は
対
象
と
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

皮
革
製
カ
バ
ン
を
勝
入
す
る
と
き

は
、
安
心
し
て
選
べ
る
こ
の
品
質
表

示
ラ
ベ
ル
を
縫
認
し
て
、
賢
い
消
費

者
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

e・，＿.場組：・ヲ〈・＂＇
”の帽牛車

四品

’

a園
晶
表

・・・・・田
V

肉凶

・E
・・四国・
・・・・

岡
叩
，
E

且・・一
＠一

手入れ方培および量帯方埠

〈イ）$竜門旦C!!I＜；.置射E叱

x<0~：によって畦l!i<!t!

Gいで下e乱、

（ロ｝ぷ〈フラシモ刀1ヲて下ε
ー、－

（／＼） 慣弓匂ると！！IO.皐曹の

aぃ噛角抗告畳円て下eぃ．

ftil畠宮

2 3 3 9 

裏

紙
上
交
換
コ
ー
ナ
ー

譲
り
ま
す

マ
洗
た
く
機
（

2
隻
式
洗
た
く
機
）

マ
本

『
イ
ラ
ス
ト
で
見
る
日
本
史
」

会
内μ
巻

（小
学
校
5
年
生
用
）

マ
ス
キ
｜
靴

（
剖
セ
ン
チ
）

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
は
、
総

務
課
広
報
係
へ
。
ま
た
、
「
譲
り
た

い
も
の
」
や

「求
め
た
い
も
の
」
が

あ
れ
ば
同
じ
く
総
務
課
広
報
係
（
合

m
i
l
l
o
o内
線
2
0
4
番
）
ま

で
知
ら
せ
て
く
だ

8
ぃ
。

－
昭
和
的
年
口
月
号

。



南
保
体
協
女
子

2
年
連
続
優
勝

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子

チ
｜
ム
も
健
闘
し
ま
し
た
が
、
慨
し

く
も
ほ
山
位
に
終
わ
り
ま
し
た

朝
日
町
選
手

（区
間
入
賞
品
引
）

・
山内
チ
l
区
二
般
男
子
）

2
位

伊

脱

政

博

｛大
山
永
山
）

－

m
F
7
U
R
（向
校
川内
「
）

3
似
長
谷
卵
白
｛
ぃ
陶
似
）

（
η
分
初
紗
）

②
朝
B
中
野
球
部
A

（
η
分
引
紗
）

区
間
賞

｛
地
ぱ
対
抗
の
認
）

－
医
関
税
団
体
地
（
日
分
却
秒
）

2
区

間

野

村

修

（

O
ロ
分
お
秒
）

3
．
民
間
内
A
M
古
川別

｛
日
分
ロ
秒
）

4
u
n附
伊
脱
政
的
（
陀
分
幻
紗
）

・

2

．4
dq

m
川
ド
ザ
川
、

z
、
3
〉
J

？
旬
ふ
y
d

t

‘トレ
μ
h
p
t中

4
1

心

n

’
a
1
A
J
F
D
ι小
、

6
区
間
作
刊
行
広
明
（

8
分
5
紗）

区
間
賞

｛
k
f
の
部
）

l
k間
．
M
谷
礼

f

（は
M

－
一
部
紗
）

2
M
n
間
十
日
似
悦
「
（
応
分
川
町
秒
）

3
．
区
間
払
川
町
穴
チ
｛
日
分
柑
紗
｝

4
区
間
紘
一
川
山
崎
子

｛ぱ
山
分
O
秒）

5
区
間
脳
波
組
公
了
｛
日
分
団
秒
）

6
一
区
閉
じ
u
江
僚
，F

（
9
分
幻
紗
）

区
間
賞

（
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部
｝

－
区
間
水
谷
知
悦

（
日
分
詑
紗
）

2
区

間

嶋

田

血

U

｛
日
分
M
紗）

3
区

間

佐

康

昭

伸

（

U
分
汎
秒
）

4
区
間
山
林
野
山
間
山
間

（
M
分

ω秒
）

5
n
n
間

阿

部

州

｛

G
9分
7
紗）

6
・包

間

道

m
失

｛
8
分

O
秒
）

（
O
印
は
、
区
間
新
記
録
｝

富
山
県
綱
引
大
会
で

す
る
な
ど
、
朝
日
町
チ
ー
ム
の
活
限

が
自
立
っ
た
大
会
で
し
た
。
な
お
、
南

保
体
協
ビ
l
チ
チ
ー
ム
は
、
来
年
2
月

の
全
国
大
会
（来
京
）
に
出
場
し
ま
す
。

第
4
回
朝
日
町
大
会
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

男
子
の
部

制
限
勝
南
保
体
協
N
8会

次
勝
術
保
体
協

3
位
・
ム
筒
陀

女
子
の
部

優

勝

南

保

体

協
A

次

勝

道

下

B
V

3
位
タ
ン
ク
マ
レ
デ
ィ
ー
ス

大
家
庄
連
続
優
勝

川
川

9
口
、
第

9
凶
町
民
駅
伝
鍛

走
大
会
が
ん
川
崎
駅
山
川
か
ら
総
A
H
体
行

館
ま
で
約
加
け
い
の
コ
ー
ス
で
総
勢

制
チ

l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
成
問
制
は
次
の
と
お
リ
で
し
た
。

地
区
対
抗
の
部

①
大
家
庄
体
協
A

（
的
分
柑
紗
｝

②
山
崎
体
協
A

（
η
分
日
紗
）

女
子
の
鍔

①
レ

y
ド
シ
ス
タ
ー
ズ
（
部
分
お
紗
）

②
紛
H
中
女
子
パ
ス
ケ
A（

町
分

3
妙
）

日
月
2
日、

県
総
A
n
体
育
セ

ン
タ
ー
で
富
山

県
綱
引
滋
子
般

大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

川川
8
町
か
ら

出
場
し
た
刀

f

め
い
附
保
体
協
、

南
保
体
協
N
B
会
、
女
子
の
蔚
保
体

協
ピ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

南
保
体
協
、
道
下

B
V
ク
ラ
ブ
の

5

チ
l
ム
と
も
4
3
選
リ

l
グ
を
勝
ち
級

き
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
・

特
に
女
子
の
部
の

3
チ

l
ム
と
も
ベ

ス
ト
4
に
勝
ち
進
み
、
南
保
体
協
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が

2
年

連
続
俊
勝
、
道
下
8
V
ク
ラ
ブ
が
3

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
男

子
の
部
の
南
保
体
協
も
3
位
に
入
賞

局直己

下
新
川
郡

2
位

に

叩
月
初
日
、
富
山
1
商
問
聞
で
県

下
泌
都
市
が
参
加
し
て
、
第
4
回
富

山
県
駅
伝
競
走
大
会
が
間
協
さ
れ
、

強
豪
ひ
し
め
く
郷
チ
の
部
で
下
新
川

郡
チ
ー
ム
は
、

2
時
間
M
分

ω紗
｛昨

年
よ
り

2
秒
一知
総
）
の
記
録
で
、

2

ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

①
朝
日
中
男
子
パ
ス
ケ
A

10月19日～11月18日］

？？月4日
トラクタ一安全運転競技会
i;i)JB町農業機械上会では，j長業機械

の効率利用と農作業事故防止のため．

トラクタ一安全運転技能競技大会をl制

｛花しました。入賞Jれまら大の方々です．

優勝 清水英信 ・近藤康成チーム

次勝 伊藤静夫 ・小川勇チーム

参勝 鍛治信義 ・門U高明チーム

11月2日
消防団秋季訓練表彰

この日．朝日lllTil'lIW団の秋予；，nJI総が

行われ．長年消防i業務にJJJ絞めあっ

た優良団員の表彰及び退団者への~~.. ~！ 

状が奴与されました．

富山県知事表彰

本間資（ l分間Hi1i:），長Lit正A:( l 

分間班長）、由井久也（ 2分間庶民）

小川ぬ （2分間間口），西村美則（ 3 

分団成長） ，小杉1t（範（4分間同JO.

込山幸郎（ 5分間同μ），水1:;;f1J』I・:( 6 

分間同員），笹川線 ー（消防本吉ISl:LO 

消防団長表彰

-u烏進 （1分団間以上 il{lll勝？H2 

分凶団員） ．水｝村山絡 （3分間l・tfit) 

工総尖（ 4分日｜回以）．鰍沢究開J( 5 

分凶団員）．恨主主ヂ~1J ( 6分間卜JHO

町長永年勤続退団者感謝状（聡r.ti J乙）

谷口信義（ l分凶部長） ，愛場外ー

( l分団班長） . LU Efl一義（ 2分間｜刊

貝）司勝！京実 （3分卜H分団長）. i~J必

殺総 （3分団部長） ．大仏健i1'/( 3分

団班長） ．岡本主iW;(4分間l・flHJ.

折谷正志 （5分間HEL左上 位f[J,Y: ( 5 

分団団長） ' 1J日i泌総ιI( 6分1・l11'1¥lj分l・tl

長＞ . rn怨お （6分l刻HHと）

必ムツ子 （ii'.!）‘広田勉 （五附Ji:)

？？月T日
米消費鉱大ポスター・標語展

l 1月 i日 ・2日の2日間．米の消Vi

拡大を目指し，中央臨協会館で小学生

ポスター岡両 ・際語展を開催しました。

審伐の結果，次のfiが入賞されました。

ポスターの部最優秀賞

谷f,':1人 （ii.餓Ii:ニ小6年） ．！みかおり

｛五筒rt小 5年），田中途失（ Ii筒庄

小 4王手）

図画の部最優秀賞

j記尾政博（ i~1 1J 、 3 年） ， 大級，.，， （泊

小 2年） ，勝ITI一徳（LIJ崎小 1if.) 

標語の部最優秀賞

字国早織 {i(I小 6王手），渡辺！段、生（境

小 5年）．t雪印 Ji](i白小4年）

竹月4日
「四季の花」写真コンクール展
第 2回r四字のit.J：与aコンクールを

実砲したところ多数の応主主があり，審

1をの結朱．次の方が入賞されました。

最優秀賞

長井J!j(t在 （in>
優秀賞

惨山野~のil'B

w，山E朗 （i白） ‘広川勝（ifl) 

砂一般（その他）の部

広川勝 （ffl），川久保稔 (i(1).後

...仕事の説明をする魚津町長

この日第 1[! 1 1 の 「町長と~，r;す II 」 と

いうことて九 6人の方々を町長市に婦

さ．住みよい田fづくりなどについて町

kと話し合っていただきました．

l町長と訴すLItふ気軽な1J:ll司会Lの中

でlllf11!:とすI訴したいとのffi.AtlHfL~の発

案で始ま った もので．町長みずから匝I

lk公室や会謙京を奈内しその後約2

時Httにわたって立見交換されました。

10月21日
国民年金優良者表彰

この日.w.山県民会館で同11.：年金事

業優良団体等ぷ約式が行わll，次の方

々が受賞されました。

JI< 島近太郎（境 ）

l：不幸 λ；（ 越 ）

‘it 柳 ！！｛~ J:: （儲向留T)

10月24日
全国里親会会長表彰

I高玉県浦和市のI者五会館大ホールで

この日司第32回全信i里親大会が開催さ

れ．その席上．昭和46年から製作：まて二

家庭に恵まれない了供たちに愛の灯を

10月20日
r町長と話す日Jスタート
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本
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｛憂

駿」
宮 よ

下

輝

オ
ラ
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ン
と
名
付
け
ら
れ
た
一

頭
の
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
を
過
し
て
、
鏡

店
内
の
世
界
を
リ
ア
ル
に
描
き
な
が
ら

そ
れ
を
超
え
て
、
サ
ラ
ブ
レ

ッ
ド
の

本

朝日町立中央図書書館

郷土の民話を紙芝居に

椎の木グルー

生
命
の
美
し
き
を
危
う
さ
に
舷
せ
ら

れ
、
自
ら
の
人
生
を
賭
け
た
人
び
と

の
夢
と
愛
と
哀
し
み
を
刻
み
込
ん
だ

長
編
ロ
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ン
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2日11
p~ IJ読

ま芸 書
1~ 会

日

時

私たちは． 「ふるさとの民話や伝説を発

掘し，伝承の仲立ちをすることで，失われ

がちな親子のきずなを強め，郷土愛をはぐ

くむお手伝いができたらJ というニとで始

めた紙芝居のグループです。

メンパーは 9人で，一人一人が個性的で

こだわりのないそこぬけに明るい人ばかり

ですが，このメンバーをまとめて仲良 く絞

けてこれたのは，代表の犬平市守ーさんのお

かげ．と感謝しています。

そしてグループ発足以来7年余りになリ

ますが，その間，保育所や老人会，児童ク

ラブなどへの慰問，婦人会寄与：の会合のア ト

ラクションなど数多〈出演してきましたカ〈

今年からは．新設された「有磯苑」への慰

問も fi~、大変喜んでいただいたところです。

さらに．今年のlO月からは.NT T~JI 「｜ 局

から要請され、 「朝日町の民話と伝説」の

テレホンサービスの朗読も始めました。っ

た〈よい語リではありますが．会員一｜百j頑張

って練習に励んでいます。

（会以

フ

<IO!lll日ーllFllO日〉

・山崎生産森林組介さんから山崎小言！：

校へiりj球ネ ッ ト （取付一式13万円

相当）の翁：附がありました。

・山iOl.t小学校後般会さんから山崎小’学

校へ回転式ジャングルジム l法 （51

万円相当）の寄附があリました。

• i自の坂東米夫さんから泊小学校へ応
核イス 2脚 （JO)j円相当）の得附が

あリました。

・三校備の小Jll弥ーさんから，株化に

役ぶててくださいと．現金5方円の

主将附があ ＇）；ました。
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早

い
も
の
で
今
年
し
残
す
と
ニ
ろ

一
ヵ
月
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
の
川明
日
則
の
十
大
ニ
ュ

ー

ス
は
と

い
う
と
、
初
代
の
魚
津
町
長
誕
生
、

役
場
新
庁
舎
完
成
、
朝
日
小
川
総
合

開
発
挙
業
第
1
発
屯
所
完
成

（
北
又

ダ
ム
完
成
含
む
）
、新
笹
川
ト
ン
ネ
ル

開
通
、
朝
日
中
学
校
采
道
部
全
国
大

会
で
活
躍
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

有
機
苑
の
完
成
、
大
家
庄
保
育
所
新

築
、
防
災
行
政
無
線
の
完
成
、
折
谷

さ
ん
の
鯉
が
日
本

一
に

・・

・と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、

あ
な
た
に
と
っ
て
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス

は
何
で
し
ょ
う
か
。

た
ま
に
は

一
年

を
振
り
返
え
る
の
も
い
い
も
の
で
す
。

世帯数 5.097( + 2) 計 18624人（一｝l) 女 9.840人（ー11)〔11月 1日現在の人口）男 8.784人(0)


